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4本講義の目標

1. 水処理（反応タンク・沈殿池等、必要酸素量、設計指標等）の設計の基本を学ぶ

2. 生物処理、水質、水質管理指標等の基本、原理や意味を理解する

3. 各種計算式と指標等の関係性を理解する

4. 上記の知識を獲得し、本質を理解した設計知識を得ることで、
運転管理状況を評価し、水処理設計や各種上位計画に反映できるようになる。
（ストックマネジメント計画・基本計画・改築設計等）
⇒ 設計が最適化される

なお、本講義は、標準活性汚泥法の水処理設計を理解するための、中心主要な内容と考慮すべき点、
理解を促すヒント、参考となるグラフなどを紹介することで、水処理設計のスムーズな理解につなげることを
目的にしています。
聴講者が理解を深めるための解説資料の一つになれば幸いです。

説明項目を視覚的に理解できるように
出典元のグラフなどを転載していますが
それぞれのグラフは、ある条件に限定されたものであり
相当古い文献のものも多くあります
あくまで、参考という形で紹介しています。
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1. 基準類・参考図書
2. 本業務の目標

第1部 水処理の概念・イメージをつかむ

1. 標準活性汚泥法
2. 反応タンクの生物処理と汚泥引抜き
3. 主な語句・設計指標の説明
4. 活性汚泥法における浄化機能

第2部 水質から反応タンク～沈殿池の設計
（標準活性汚泥法）

1. 水質項目とその概要について
2. 水処理設計（標準活性汚泥法）
3. 必要酸素量（AOR）の計算（標準活性汚泥法）
4. 必要酸素量（AOR）の計算に必要となる

判断項目（標準活性汚泥法）
5. 沈殿池（固液分離）

第3部 高度処理（窒素除去・りん除去）
1. 高度処理
2. 高度処理の原理（窒素除去法）
3. 高度処理の設計（窒素除去）（循環式硝化脱窒法）
4. 高度処理の原理と設計（りん除去）

高度処理の原理と設計（りん除去）（生物学的りん除去）
高度処理の原理と設計（りん除去）（凝集剤添加型りん除去）

5. 高度処理（参考）
標準活性汚泥法等の既存施設による高度処理

目次

第5部 水処理設計に使う指標と
その関連性について

1. 水処理設計
（その理解に必要な各種指標など）

2. 水処理設計
（各種指標や水質との関連性）

第6部 既存施設の評価と見直し
1. 既存施設の調査・評価⇒見直しに繋げる
2. 既存施設・運転状況から気づくこと：事例

第7部 改築時におけるシステム見直し事例
1. 返送汚泥の系統見直し・回転数制御
2. 散気装置の見直し
3. 散気装置の見直し
（送風機系統の切り替え）

4. 池割・槽割の見直し
5. 計装の見直し・追加
6. 高度処理へのシステム変更
（標準活性汚泥法⇒高度処理法）

7. 敷地面積に制約がある（不足する）場合
8. その他（機能高度化・省エネ化）

おわりに

第4部 水処理設計（共通事項）

1. 返流水
2. 消泡水・スカムたたき
3. 用水設備
4. 配管設備
5. 停電・自家発電機
6. 制御について（基本的な自動制御）
7. 施設間の水位差・水理
8. 水路の設計
9. 管廊の設計
10. 隔壁（阻流壁）等（反応タンク）
11. 旋回流と全面曝気（エアレーション方式）
12. 深槽（反応タンク）・導流板
13. 防食塗装
14. 覆蓋・点検蓋・枠・開口・点検口
15. 設計時に配慮すべき主な環境関連の法令
16. 悪臭・騒音等の環境保全
17. 地震・津波対策
18. 耐水化対策
19. 事業のマネジメント
20. 水処理で発生する温室効果ガス
21. オキシデーションディッチ法
22. 生物膜法
23. 地域性を考慮した設計について
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